
小学校低学年の部 
激励賞 
「みーつけた、おきなわのいいところ」 

那覇市立与儀小学校１年生 津嘉山 理子 

 

 わたしは、４月いとこがすんでいる、大さかにあそびにいきました。大さかで、

でんしゃやしんかんせんにのったり、サーカスをみたり、まるでゆめのようで

した。大さかからかえるとき、いとこが 

「こんど、おきなわにあそびにいくね。」 

と、いいました。そのときわたしは、 

「どうしよう、おきなわにたのしいところ、あるかな。」 

と、ふあんになりました。 

 まいにちそのことをかんがえているとき、おとうさんがうみにつれていって

くれました。くるまからおりるとびっくりしました。とおいところまで、うみ

のなかをひとがいっぱいあるいていたからです。わたしもかぞくでうみのなか

をさんぽしました。あるいてもあるいても、うみがふかくならないんです。ま

るでまほうのようでした。さんぽのとちゅう、もずくをとったり、えびやかに

をみつけました。いしをうごかすと、いっぱいでてきて、むちゅうになってお

いかけました。はじめてうみで、なまこやハリセンボンもみました。びっくり

することがいっぱいで、ずっとむねがドキドキしていました。じぶんたちでと

ったもずくは、おみやげにして、きんじょのひとたちにくばりました。みんな

が、 

「じょうとうさ。」 

と、いってよろこんでくれたのでわたしまでうれしくなりました。よるは、お

うちでもずくパーティーをしました。もずくとりで、であったおじいちゃんお

ばあちゃんから、 



「もずくをたべるとびじんであたまもよくなるよ。」 

と、おしえてもらいました。わたしは、テストで１００てんとりたいのでまい

にちいっぱいたべています。 

「みーつけたおきなわのいいところ。」 

それは、ドキドキが、いっぱいつまったちゅらうみです。おきなわのうみは、

これからもずっと、しまんちゅぬたからです。 

 


